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１．はじめに

レクリエーション（recreation）とは、原義では壊れたものがつくり直されること、人
間について言えば、壊れた状態（病気）が癒えること、疲労から元気を回復することであ
る１）。そして、次第に意味も広がり、元気になるための休養や気晴らし、様々な楽しみ活
動やそういったスタンス自体をも意味するようになった。
我が国におけるレクリエーションの位置づけは、社会と共に変遷し時代に即した役割を
果たしている。その一例を挙げると、戦後のフォークダンスやスクエアダンスが熱狂的な
支持を得て全国的に広がりを見せ、戦後の復興を遂げた後は、教育施策の中でも体育科の
目標として「レクリエーションとしてのスポーツ」が掲げられている。また、1949年の
「社会教育法」において、国や地方公共団体による責任事務としてレクリエーションが明
確に規定されたことは画期的な出来事であった。高度経済成長期においては職場レク・リ
ーダーが全国的な普及を見せ、企業では福利厚生として様々なレクリエーション活動が実
施された。その後も社会はめまぐるしい変化を見せ、コミュニティの再建が意識され、地
域におけるレクリエーション活動は活性化をみせた。高齢化社会に突入してからは、医療
費の高騰が懸念され、健康づくりや介護予防など福祉領域でもレクリエーションは重要な
役割を担った。近年においては、子どもたちのライフスタイルの変化をはじめ、体力低下
や体験不足・コミュニケーション不足等は深刻な問題である。この様な状況下において、
文部科学省や健康、スポーツ、青少年育成に携わるあらゆる機関がこの現状を危惧してお
り、レクリエーションの要素を取り入れた「体力向上」や「元気アップ」と題したプログ
ラム開発やセミナーを全国的に開催している。これらは、子どもに直接アプローチするだ
けでなく、親子や指導者も対象としており今日におけるレクリエーション・ムーブメント
のひとつとなっている。神野ら２）は、今日の現状を、今やレクリエーションという語を知
らない者はほとんどいないであろう「レクリエーション社会」とし、レクリエーションの

国際研究論叢　22（1）：77～85，2008

77
＊１よこやま　まこと：大阪国際大学人間科学部講師〈2008.6.27受理〉
＊２あいなら　りつ：大阪国際大学人間科学部非常勤講師
＊３せと　としお：大阪国際大学人間科学部教授

研究ノート



有用性が社会的に認知されていると述べている。
社会的認知度の広がりと共に、レクリエーションの有資格者数も急激な伸びを示してお
り、1991年の約3万7千人に対し、2007年（4月現在）では約12万人を超える資格保有者数
となっている。その背景には、大学、短大、専門学校などでのレクリエーション教育と過
程認定制度が大いに関係している。課程認定制度とは、高等教育機関において、財団法人
日本レクリエーション協会が定めるカリキュラムや担当教員など一定の条件をクリアし、
認定を受ける制度である。1991年には104講座だったのが2007年では489講座まで増加して
おり、有資格者増加に大きく貢献している。
しかし、昨今の状況下において、レクリエーション・ムーブメントや有資格者の増加に
のみ焦点を当てるだけではなく、社会教育や学校教育の現場において、また個々人におい
てもレクリエーションの意義や価値、役割を十分認識できる人材の養成が課題である。ま
た、殺伐とした現代社会を生き抜くためには、ひとりひとりが多角的に「レクリエーショ
ン」を捉え、多様な社会にも対応できる意識や行動力を身につけることが、コミュニティ
を再活性化し、より良い人間関係の構築に寄与するものと思われる。
そこで本研究では、大阪国際大学人間科学部スポーツ行動学科（以下、本学科とする）

の現状をふまえ、学生のレクリエーションに関する興味関心に関する実態を把握するとと
もに、大学におけるレクリエーション教育の可能性を探ることを目的とする。

２．方法

2-1 調査対象
本研究では、前述した目的を明らかにするため、以下の要領で調査を行った。調査対象
者は、本学科1年生開講科目「レクリエーション概論」の受講者106名に対して集合法にて
アンケート調査を実施した。学年の割合としては1年生が94.3%、2年生が4.7%、3年生が
0.9%であった。なお、本学科は女子のみの学科であり、性別については全員が女性であっ
た。

2-2 調査項目および調査の実施
アンケートの調査項目は、これまでのレクリエーションに関連する授業の有無や履修の
動機、レクリエーション資格の認知度や資格取得に関する魅力、レクリエーションに対す
るイメージ、個人の性格などである。アンケートの作成は、相奈良ら３）が実施した「大学
生の余暇時間に関する研究」で用いた調査項目を一部加筆修正し筆者らが独自に作成した
ものである。調査は、授業全体のオリエンテーション終了後に実施した。

３．結果と考察

3-1 これまでのレクリエーション関連授業の有無、履修の動機について
これまでにレクリエーションに関する専門的な授業があったかどうかにについて訪ねた
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結果、10.4%があったと答え、89.6%がなかったと答えた。（図１）単位制の高校が増加し
たことや総合的な学習の時間内、保健体育の授業内で一部レクリエーション的な内容は経
験しているものの、専門的な科目としてレクリエーション関連の授業を開講している高校
はわずか1割程度であった。履修の動機について複数回答で訪ねた結果、「社会に出てから
役に立ちそう」が32名と最も多い結果であった。逆に「友人から誘われて」という回答は
わずか２名であり、自らの意志による履修であったと言える（図２）。この「レクリエー
ション概論」の授業は、履修者が毎年100名前後という人気科目である。その理由として
考えられるのは、科目名からだけでなく、クラブ活動入部率が高い本学科の学生は、クラ
ブの先輩からの情報も大きく反映されているものと考えられる。また、配当学年が１年生
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図１．これまでのレクリエーション関連授業の有無

図２．履修の動機



ということもあり、４月の学科オリエンテーションなどで履修指導がきちんとなされたこ
ともひとつの要因であろう。

3-2 レクリエーション資格とレクリエーション教育の必要性について
レクリエーションに関する資格では、財団法人日本レクリエーション協会が認定する、

レクリエーション・インストラクター、レクリエーション・コーディネーター、福祉レク
リエーション・ワーカーなどの資格制度があり、前述したように資格保有者の数は12万人
を超えている。本学においては、短期大学部がレクリエーション・インストラクターの課
程認定を受けているが、人間科学部では、初級スポーツ指導員やADI（エアロビックダン
スエクササイズ・インストラクター）の課程認定を受けており、レクリエーション・イン
ストラクター資格は付与できないことになっている。
レクリエーション・インストラクターの認知度について、「よく知っている」、「聞いた

ことはある」、「知らない」という3件法にて訪ねた結果、「よく知っている」がわずか1.9%
で、「聞いたことはある」が51.9%であった。また、「知らない」との回答も46.2%であった
（図３）。レクリエーション・インストラクターという資格については、聞いたことがある
程度で、カリキュラム内容や資格を生かした活動の場など具体的なことはほとんど認知し
ていないと思われる。次に、レクリエーション・インストラクターの資格取得に魅力を感
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図３．レクリエーション・インストラクターの認知度

図４．資格取得に関する魅力



じるかについて、「とても感じる」から「全く感じない」の5件法にて訪ねた結果、「とて
も感じる」が13.2%、「まあ感じる」が44.3%で過半数を超えたものの、「どちらともいえな
い」が38.7%、「感じない」が3.8%という結果であった（図４）。資格自体の認知度がさほ
ど高くなく、学習内容も知らないと状況において、資格を取得することに対する魅力が過
半数を超えたことついては、資格を生かした活動よりも就職活動に生かしたいという意見
が多いと思われる。
大学の教育カリキュラムの中にレクリエーション教育は必要と思うか、「とても思う」

から「全く思わない」の5件法にて訪ねた結果、「とても思う」が5.7%、「思う」50.9%と必
要と思うという回答が過半数を超える結果となった（図５）。これまでにレクリエーショ
ンやコミュニケーションに関する専門的な授業がほとんど無い状況とレクリエーション概
論の授業について未だ何も学習していない状況において肯定的意見が過半数を超えたとい
うことは、これまでの経験からレクリエーションをイメージし、その必要性を感じている
ものと捉えることができる。

3-3 レクリエーションのイメージについて
レクリエーションに関するイメージについて、イメージがわくか「わく」、「なんとなく
わく」、「わかない」という3件法にて訪ねた結果、「わく」との回答はわずか6.7%であり、

大学におけるレクリエーション教育の可能性

81

図５．レクリエーション教育の必要性

図６．レクリエーションのイメージ



逆に「わかない」との回答が42.9%であった（図６）。次に、「わく」と答えた方に対して、
それはどのようなイメージなのか自由記述による回答を求めた結果、188の言葉があげら
れた。これらの自由記述をＫＪ法により分類した結果、「あそび」、「楽しみ」、「対象者」、
「アクティビティ」、「コミュニケーション」、「表現・雰囲気」に分類された。この分類の
中でシンプルに分けることができたのは「あそび」や「楽しみ」であり、「あそび」や
「あそぶこと」、また「楽しい」や「楽しみ」というストレートな表現のみで構成された。
逆に、多くのグループから構成されたものは「コミュニケーション」であり、仲間づくり
や協力、交流、ふれ合い、話し合いなど、50を超える言葉より構成された。「対象者」に
ついては、子どもから高齢者まで幅広く、また大勢でという言葉や集団でという言葉から
も構成されている。「アクティビティ」については、いすとりゲームやフルーツバスケッ
トなど小学校などでよく実施されるレクリエーションゲームやダンス、ドッヂボール、ス
ポーツ、キャンプファイヤー、スキーなど、種目や活動自体に関する言葉からも構成され
ている。「表現・雰囲気」については、笑顔や表現力、盛り上がりやワイワイ、やすらぎ
などの言葉から構成されている。

3-4 個人の性格や活動意欲、レクリエーションの必要性や意義について
アンケートの最終項目として、個人の性格や活動意欲、レクリエーションの必要性や意
義など6項目について、「とても思う」から「全く思わない」の5件法にて訪ねた。（表1）
何事にも積極的に取り組む方だと思うかという質問や自由時間を意識する方だと思うかと
いう質問については、「思う」と「とても思う」を合わせた数値でも50％前後という結果
であった。本学科の在学生（上級生）は、非常にアクティブでクラブ活動をしながらでも
アルバイトに励むなど自由時間もうまくこなしている。その状況と比較すると50％前後と
いうのは低いとの評価もできるが、大学入学後すぐということもありやや消極的な回答と
も見て取れる。しかし、ボランティア活動に対する意欲については、約68%がボランティ
ア活動などをしてみたいと思っており、クラブ活動入部率が高い本学科の特性からすれば
非常に意欲的であると評価できる。人間の生活においてのレクリエーションやコミュニケ
ーションの必要性については、約85%が必要と捉えており、これまでの人生においてその
必要性を感じているものと思われる。学校教育においてレクリエーションやコミュニケー
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表１．個人の性格や活動意欲、日常におけるレクリエーションの必要性、意義について



ションに関する専門授業の意義については、7割強が意義あるものだと捉えており、3-2で
示したレクリエーション教育の必要性に比べると高い値を示した。しかし、回答者の約
95％は1年生であり、教職関連の授業の内容や必要性、意義などについて熟知していると
は考え難く、適切な判断基準ではなく、これまでの経験からなる感覚的なものであると思
われる。
本学科は中学校高等学校教諭第一種免許状（保健体育）を取得することができ、入学生の
多くは教員免許取得を希望している。教員免許取得には介護等体験実習や教育実習が必修と
なり、これまでに多くの学生が現場からの様々な学びを経験している。そして、実習を終え
た感想の多くは、現場でのコミュニケーションの難しさや指導力不足を口にしている。実習
では、立場はどうであれ「現場の反応」を目の当たりにし、「生の声」を聞きながら対応し
なければならない。まさにコミュニケーションスキルやレクリエーショナルなテクニックが
必要不可欠であり、実習などを通してその重要性を知ることとなる。こうしたことから、教
職関連の授業や介護実習、教育実習などを通して、レクリエーションやコミュニケーション
の専門授業の意義や必要性に関する割合は大きく飛躍することが考えられる。

４．レクリエーション教育の可能性

大学における体育・スポーツは、1990年代に多くの大学が一般体育を必修から選択に変
えるようになった４）。そうした現状をふまえ、石田ら５）は、大学体育実技の今後のあり方
に関する研究を発表している。そこでの調査によれば、運動不足を認識している大学生は
6割以上を占めており、学生が期待する内容としては「体力健康づくり」という回答が多
いと報告している。また、小・中・高とやってきたスポーツ種目をいかに健康づくりと結
びつけていくが重要であり、それらを生涯スポーツに発展させていく再教育の現場として
大学体育の存在意義は大きいと述べている。石田らの意見や江橋６）の「経験や勘にたよっ
た授業から、真に科学の法則をふまえた授業へ、そして、子どもの健康、体力づくり、発
育発達によりよく寄与し得る授業の創造へと発展してゆくためにも、具体的事例に即しつ
つ進められてゆくべきである」との考えは、対象者に応じた支援やアレンジ、現場からの
体験学習など、まさにレクリエーション教育の核ともいえる部分である。
本学科のカリキュラムでは、柱のひとつにスポーツマネジメントがあげられる。スポー
ツマネジメント関連の講義では、レクリエーション概論をはじめ、スポーツマネジメント、
スポーツサービス、スポーツプログラム開発論などがあり、スポーツやレクリエーション
の現場に即した授業展開がなされている。実技では、水泳や陸上、球技系の科目の他にも、
ニュースポーツ、障害者スポーツ実習、海洋野外実習、スキー実習など幅広く開講されて
いる。学科事業としても、地域の中高年を対象とした「健康教室」や近隣の支援学校の水
泳教室、教育委員会との提携によるスクールインターンシップなどの実践教育現場も豊富
である。人間健康科学科が開講している授業を履修すれば、レクリエーション実技や福祉
関係、レジャー教育についても学ぶことができる。また、本学科では平成20年度以降入学
生より併修連携により小学校教諭免許取得が可能となっている。まさに、子どもから高齢
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者、障がい者まで幅広く運動・スポーツに関連した健康づくり支援を担っているのであ
る。
多岐にわたる対象者に対して指導・支援するにあたり、学生といえども指導者としての
専門知識、指導に関するスキル、テクニックはもちろん、現場や組織をマネジメントする
能力も必要となる。マネジメントについては、ここでの詳細な解説は避け、一般的にスポ
ーツマネジメントでいわれる「ヒト・モノ・カネ・情報」をうまく統合することとするが、
そのマネジメントスキルは体育教師やスポーツの指導者に限らず、社会という組織の中で
生きていくためには絶対的に必要な能力である。あわせて、本学科では教職や健康づくり
など何らかの形で「ヒト」に関わる部分が多くなる。そこでは、臨機応変に対応し、対象
者に応じたアレンジを行うためには、あそびの要素を備えたレクリエーション技法やホス
ピタリティを持ち合わせたコミュニケーションスキルが必要不可欠となる。しかし、そう
いったスキルやテクニックは机上だけではなかなか会得することができない。学生の学習
意欲を維持または向上させ、現場に目を向けさせるには、資格取得という具体的な目標設
定を提示するのが効果的である。冒頭で述べたように、レクリエーションの資格としては
基礎資格となるレクリエーション・インストラクターをはじめ、レクリエーション・コー
ディネーター、福祉レクリエーション・ワーカーなどの専門資格があり、高等教育機関に
おいては、学内のカリキュラムにより資格申請が可能となる課程認定制度がある。この課
程認定制度は昨年度一部改訂が行われ、講座単位の認定から学校単位の認定へとなった。
これまでの制度であれば、本学のように短期大学部が課程認定を受けていても、人間科学
部で新たに認定を受けようとすると審査及び認定料が新たに発生していたのであるが、改
訂によりカリキュラムや教員用件などの書類審査のみで人間科学部でも課程認定を受ける
ことができるのである。また、日本レクリエーション７）は平成20年度より資格の学習体系
を再編し、レクリエーション・コーディネーターの位置づけを「健康づくりや青少年の健
全育成、コミュニティづくり、地域社会の課題に向けた継続的な活動・事業を展開するマ
ネジメントに関する学習を身につけた人材」として発表した。現在、本学科のマネジメン
ト領域においては、目標設定となる資格が見あたらないが、レクリエーション・コーディ
ネーター資格の課程認定を受けることができれば、学生の学習意欲や資格取得に対するモ
チベーションを維持・向上でき、本学や本学科におけるレクリエーション教育の新たな一
歩になると考える。

５．まとめ

本学科が開講する「レクリエーション概論」の受講者は1年生がほとんどで、これまで
の授業においてレクリエーションに関する専門的な授業はほぼ開講されていなかった。ま
た、４割強の学生はレクリエーションに関するイメージもわかないということが明らかと
なった。受講の動機については、「社会に出てから役立ちそう」との意見が最も多くみら
れた。レクリエーションの公認資格については、約半数が「聞いたことがある」程度の認
知度しかなく、資格取得に関しても否定的な意見は少ないものの、肯定的意見が多いとは
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言い難い。レクリエーション教育の必要性についても、6割程度が必要という認識を持っ
ているにとどまっている。しかし、今回の調査は、授業内容や資格の概要、資格申請に関
する経費、レクリエーション教育とはどういうことなのかなどの情報が一切無い状況にて
実施されており、学生の現状を知るとともに今後の学生の変容やカリキュラムを見直す際
の基礎的資料ともなりうるものである。
レクリエーション教育の可能性としては、体育教師やスポーツ分野での良き指導者の育
成だけでなく、学部学科あげての全人教育として捉え、取り組んでいくことが示唆された。
本学科の学生の現状をふまえ、体育・スポーツを指導するにあたり必要となる専門的なス
キル、現場を動かすマネジメントスキルの習得は必須であるが、それらを機能させるため
には、コミュニケーションをマネジメントするスキルやヒューマンスキルが極めて重要で
あることを提言とし今後の課題としていきたい。

参考・引用文献
１）財団法人日本レクリエーション協会編、レクリエーション・インストラクター養成テキスト 楽
しいをつくる やさしいレクリエーション実践、財団法人日本レクリエーション協会、2000、
p14.

２）神野賢治・西本夏枝・谷口勇一（2006）レクリエーション教育の副次的効果に関する社会学的研
究―レクリエーション資格認定課程受講生の「社会性」形成に着目して―、Leisure &

Recreation 自由時間研究第29号、pp.22-33.
３）相奈良律・横山誠（2006）大学生の余暇活動について、レジャー・レクリエーション研究第57号、

p105.
４）杉本厚夫（1995）大学スポーツに未来はあるのか、第46回日本体育学会大会号、p87
５）石田博也・星島葉子・矢野博己・米谷正造・木村一彦（2002）大学体育実技の今後のあり方に関

して―Ｋ大学健康体育実技履修選択の動向からの考察―、川f医療福祉学会誌Vol.12 No.２、
pp.311-319.

６）江橋慎四郎（2001）体育の科学の50年（最終回）―1971年から1982年まで―、体育の科学、51、
pp164-168.

７）財団法人日本レクリエーション協会、RECレクリエーション3月号、財団法人日本レクリエーシ
ョン協会、2008、p20.

大学におけるレクリエーション教育の可能性

85



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /None
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /JPN <FEFF005B514330683059308B30BB30C330C8003A002030D2309A30F330AF30DE30B930BF30FC51FA529B7528005D002030D430F330AF30DE30B930BF30FC4ED54E8B7528005000440046590963DB8A2D5B9A30673059300268216B63664230D730EA30F330BF304B308951FA529B3059308B5834540830823053306E8A2D5B9A3092522975283067304D307E30593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


